
8 有効求人倍率の推移  

○ 社会福祉専門職種の有効求人倍率は近年急速に高まっている。介護関連職種の有効求人倍率も  

高まっている。  

平成5∴  ‡東J郵二¢  薄碗穣姜  羊凍歯髄  ‡凍痺廊‡  ヰ虜14、二  ヰ成15  平成16  ∵平成17  平成1畠   

J常用（含  

職÷  
0．70   0．48   0．47   0．60   0．54   0．54   0．66   0．83   0．94   1．02  

革  
／く÷トこ）   

0．66   0．40   0．38   0．47   0．42   0．41   0．53   0．71   0．84   0．92  

常用的パ⊥  

トタイム 
1．06   1．08   1．08   1．39   1．28   1．28   1．45   1．32   1，29   1，35   

、  

∴∠ゝ■：’  

0，54   0．59   0．74   0．86   1．08   1．30  

守祉 
草野（懐  

パ「ト）   
0．20   0．18   0．25   0．32   0．38   0．43   0．55   0．69   0．91   1．10  

尊 

甲′  

牒打  1．31   1．37   1．61   1．47   1．55   1．79   

棒 

三．  

草上  
1．14   1．47   1．74  

周ニ≡≡－、二  
連二∴∴  

0．69   0．97   1．22  

聯 
1常用  

トタイム  
2．62   2．86   3．08   

○有効求人倍率の地域格差：介護関連職種（常用（含パート））東京都2．82倍～ 沖縄県0．69倍   

（出典）職業安定業務統計。数値は年度内各月の平均値。  
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9 今の勤務先での継続の意思  

O「やめたい」と考えている者が訪問介護員で10～14％、介護職員で17～23％程度存在する。  

O「やめたい」と考えている者の割合は、訪問介護員よりも介護職員の方が高い。  

タ  ∵1▼ヤ  

こノ                  嶺きる限り 淘め鋳けた  

扱からない  

二‡ 

瀬轟鼻  

イ在社異ト   
2．8％  11．8％  26．9％  44．1％   13．2％   

郁問弁謹畠  

（東正社長）   1．4％  9．3％  35．7％  40．6％   11．9％   

凍溝痺員 
く車准貴） 

3．6％  19．4％  27．6％  33．8％   14．9％   

キ非重雄鼻） 2．7％  15．0％  32．8％  35．8％   13．1％   

（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  
11   



10 働く上での悩み・不安・不満等  

○ 訪問系では定められたサービス行為以外の仕事を要求されることに不満がある。  

○ 施設（入所）系では、仕事内容の割に賃金が安いこと、夜間帯への不安、ケア方法の不安、暴力を  
受けた経験があることなどに悩み・不安・不満がある。  

1乙   ※各項目でそのように答えた者の割合。（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  



11 事業所における従業員の職種別過不足状況  

0 6割を超える事業所が、訪問介護員について「不足している」と回答している。  

（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  
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12 事業所の経営状況  

平成18年7月（介護報酬改定後）の売り上げを平成18年3月（介護報酬改定前）と比較した場合、改  
定後に売り上げが減ったと回答した事業所の割合の方が高い。  

○平成18年3月を100とした平成18年7月の売り上げ指数  

凍細煽  巾0鱒以上  平均指数  
J 

翠q   

亮方開示   11．7％   14．7％  19．8％  19．2％  19．0％   96．2  

4．5％   8．2％  38．9％  29．5％  9．5％   97．1   

（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  
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13 事業所運営上の問題点  

事業所は、介護報酬、労働条件■福祉環境の改善、良質な人材の確保、事務手続きの煩雑さを事業  
所運営上の問題点と考えている。  

○指定介護サービス事業を運営する上での問題点（複数回答）  

廟問系 施設（入所）系  

Jノ  命の介護報酬で依  4塁⊥旦塑   4旦ニュ些   

rウ．一丁  一ち．－－‘「≠誉－9∫  

十十  －  ∴         －ヾし＿＿＿J  4塁上墨塑   呈乙塑   

境  呈皇こ1塑   呈班担  

良質な人材の確保が麗ししi′ 30．1％   44．6％  

轟  ・‥壬生  ′1マ∴′ふ．  ト’Y．、L 蜃  ユ旦旦艶   1旦旦艶  

γミ、二㌣ン」■＝十∴∵ヤ十や 介護鍵事恵の腹帯棄務橿顔蒸    妻        ミサ≡：ニ  11．1％   20．1％  

フ、∴昌又    疋帯ゝつ）∴・′‘「＋一子〕。！、妄▲・‡        正  13．9％   13．8％   

利周若や剖周章の‥  18．4％   10．6％  

≡雇左1、、・               丁、f∴ロ又′．    し フP草  5．9％   9．8％  

貞女     、コ                 渾準者と職鼻間の  3．9％   8．6％   
か1て  

＼  －凝ノ、＼  上二．さ暑  ヱや；∴ニ ぺ否∵－  4．3％   8．4％  

ざ慕     草㌍  
ご三；∴1r磨こ一子＜   や  5．7％   5．1％  

4．4％   3．8％  

日  3．4％   3．1％  

（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  
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14 介護保険制度改正に伴う仕事や職場環境の状況変化  

介護保険制度改正に伴い、「業務量が増えた」、「賃金が下がった」、「労働時間が増加した」、「やめ  

る人が増えた」、「利用者の介護保険サービスヘの苦情が増えた」と回答した者の割合が高い。  

（1）介護保険制度改正に伴う仕事や職場環境の状況変化の有無  
L‘kト /jl 

‥二濁∴？葦  ㍉■■  分からない 

甥問介轟鼻   55．8％  27．7％  13．6％   

介草酸鼻 51．6％  24．0％  21．8％   

介重責壊専門寅   44．8％  44．4％  8．9％   

（2）（1）で「あった」と回答した者について、状況変化の内容（複数回答）  

日，     」．一イヨEl － さ  一定ム⊥京，亡            同  ・・l■一 重  さ  ゴー   
その他  

滋 粟＝二ヂ㌢三         照経た－．7ニニニニ  三二′ニ∵えた えた ※ 増えた   

33．8％  24．1％   基地  3．1％  ユヱニヱ塑     20．4％  ユ4旦艶  7．0％  墨江豊艶  25．8％  2．6％   
介謹貝 

皇左4％  1．4％   ユ之旦塑  4．0％  24二旦塑     1．9％  裏り＿艶  13．3％  11．7％  27．1％  4．1％   
疇鼻  

介護支  

席亭門  8．8％  13．3％  27．8％  27．2％  5．3％   

⊂コ 

※「利用者の介護保険サービスへの苦情が増えた」  

（（1）及び（2）の出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  
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15 離職の状況  

○ 離職率の分布には、離職率が「0％」の事業所と「30％以上」の事業所との二極化が見られる。  

訪問介護サービス事業所における訪問介護員の離職率  

（注1分析対象）  

表の分析対象は、職種別・勤務形態別に現在の従業員数、1年間の採用者数、1年間の離職者数の全てに回答があり、かつ、介護事業の開始が1年以上前で、現在訪  

問介護もしくは予防訪問介護サービスを提供していると回答した事業所に限定している。  

（注2 用語の定義）  

【就業形態】  

正社員：雇用している労働者で雇用期間の定めのない者のうち、パートタイム労働者や他企業への出向者等を除いた、いわゆる正社員  

非正社員：正社員以外の労働者（契約社員、嘱託社員、臨時的雇用者、パートタイム労働者）  

【勤務形態】  

常勤労働者：事業場に定める所定労働時間を全て勤務する者  

短時間労働者：1日の所定内労働時間又は、1週の労働日数が常勤労働者より少ない者  

定型的短時間労働者：労働日及び労働日における労働時間が定型的・固定的に定まっている短時間労働者  

非定型的短時間労働者：月、週又は日の所定労働時間が、一定期間ごとに作成される勤務表により、非定型的に特定される者（登録ヘルパー）  

（出典）月刊福祉November2007 P31（平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）の個票データの再集計によるもの。）  
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